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多層構造をもつ磁性材料は、巨大磁気抵抗やトンネル磁気抵抗のようなバルクにはない特異な

性質を示し、サイエンス及びデバイス開発の両面から研究開発が進められている。偏極中性子非

鏡面反射や斜入射小角散乱は、これらの多層膜特有の物性を決定づける重要なパラメータである

面内磁気構造のサイズやスピンの向きの情報を非破壊で得ることのできる唯一の方法であるが、

散乱過程の複雑さ等から定量的な解析例が少ないのが現状である。本講演では、中性子ビームの

偏極に用いられる Fe/Si多層膜について、偏極中性子非鏡面反射、斜入射小角散乱の測定結果及び

それにより明らかにされたバルクとは異なる磁性について議論する。 

 


